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研究目的 
   動きのある映像の中から２枚の画像を

比べ、その中の動物体を抜き出すことを

目的とする。 
 
研究方法（アルゴリズム） 

・ 画像(３５２×２８８画素)を１６
×１６画素のマクロブロック(３
９６個)に分割する。 

・ １つのマクロブロックについて２

枚の画像の動きの差 SAD(k、l)を
計算し動きベクトルを求める。（ブ

ロックマッチング法） 
・ この処理を 396個のマクロブロッ
ク全てにおいて行う。 

・ 396 個の動きベクトルを k クラス
タリング法によってクラスタリン

グする。 
・ 背景の画素値を落とし動物体を抜

き出す。 
ブロックマッチング法 

現フレーム(時間的に後の画像)と
参照フレーム(前の画像)に着目。現
フレームをマクロブロック(16×
16画素)に分割する。その中のひと
つのマクロブロックに対して動き

ベクトルを推定する。 
Kクラスタリング法（K-means法） 

 クラスタリングとは、似ているも

のどうしを一つのまとまり（クラ

スタ）として分類する操作のこと

をいう。 

K-means法では分類するクラスタ
の数を K個として、BM法で求めた
各マクロブロックの動きベクトルを、

それぞれ類似したベクトルにまとめ、

各クラスタに分類していく。 
これによって、各マクロブロック

が動物体であるか静止物体であるか

の判別をすることができる。 
 

研究結果（シミュレーション結果） 
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考察 
  当初の目的であった動物体の抽出には成

功したといえる。しかし他方向に小さな動

きがある場合はクラスタリングの際、うま

くいかなかった。このあたりでもう少し改

善の余地があると思われる。 
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